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会 議 録 

会議の名称   令和８年 第５回 白岡市教育委員会定例会  

開催日   令和８年４月１６日（木）  

開催時間   午前９時３０分 開会 ・ 午前１０時５２分 閉会  

開催場所   大山庁舎 １階会議室  

教育長の氏名   横 松 伸 二  

出席者（委員

等）の氏名  

横 松 伸 二       福 永   肇  

 和 田 玲 子       諸 岡 瑞 穂  

 小野目 如 快        

欠席者（委員）

の氏名  
 

 

説明員の職・  

氏名  

 

教育部長          長 谷 川  亘 

教育総務課長        高 澤  憲 司 

参事兼教育指導課長     増 村  歩 

生涯学習課長        岩 楯  浩 志 

魅力ある学校づくり推進室長 齊 藤  健 

事務局職員の

職・氏名  
教育総務課主幹             神 田  晶 子  

点検評価員   －  

会議次第  

１ 開  会  

２ 日程第１ 会議録署名委員の指名  

３ 日程第２ 委任事務等報告事項 

第１ 区域外就学について 

第２ 専決処分の報告について 

第３ 専決処分の報告について 

第４ 専決処分の報告について  

第５ ＰＴＡ会長等の表彰について 

４ 日程第３ 議案 

   議案第１１号 白岡市文化財保護審議会への諮問事項

の決定について 

５ 日程第４ その他の事項 

その他１ 令和７年度学校評価の結果について 

その他２ 教育委員会諸事業結果報告について 
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６ 閉  会  

配布資料  別添のとおり  

傍聴者数  ２人  

 

１ 開 会  

教育長         出席委員５名、定足数に達しており開会を宣言した。  

            

２ 会議録署名委員の指名  

教育長         市教育委員会会議規則第１５条の規定により、和田委

員及び小野目委員を指名した。  

 

教育長         日程第２の委任事務報告事項のうち、第１は個人情報

を含む内容のため、また、第２は人事案件のため、非公

開で行いたいが如何か。  

委員          （異議なし）  

教育長         異議なしと認め、報告事項第１、第２は非公開で行い、

審議の順番を公開案件からとする。  

 

３ 委任事務等報告事項（教育長報告）  

第３ 専決処分の報告について（白岡市立小・中学校職員の服務規程の一部改正） 

【説    明】    （報告第３について、教育部長が概要を説明し、参事

兼教育指導課長が資料に基づき説明した。） 

【質疑応答概要】   

Ａ委員         申請すれば、朝遅く来て帰りは早く帰れる制度だと思う

が、不在となる始業と終業の時間帯をフォローする代わり

の先生はいるのか。問題はないのか。 

参事兼教育指導課長   チームで動いている。不在となる分は代わりを充ててい

るので大きな支障はない。 

Ａ委員         融通を利かせているということか。 

参事兼教育指導課長   不在となる時間を見据えているので、副担当などの力を

借りているため、心配はない。 

Ａ委員         子育て部分休暇承認請求書の決裁者は誰か。 

参事兼教育指導課長   校長である。 

Ａ委員         校長には労働時間の管理権限があるのか。 
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参事兼教育指導課長   職員の服務を管理する権限がある。 

Ａ委員         労働時間を指定できる権限があるということか。 

参事兼教育指導課長   法令で７時間４５分の勤務時間が決まっているので、そ

の間に勤務を命令する。急な対応で超過勤務となる場合は、

休みを他で割り振る対応をしている。 

教育長         教職員が年休を取るのと同じようなものである、 

参事兼教育指導課長   この制度利用では、予め申請するので１年間分の休みを

把握している。 

教育長         計画性はある。利用者は少ない。学校に申出があれば学

校運営に支障がないように手当てして進める。 

【承    認】    （質疑応答後、全員異議なく承認）  

 

第４ 専決処分の報告について（白岡市立小・中学校の指定学校の変更及び区域

外就学に関する取扱い要綱の一部改正）  

【説    明】    （報告第４について、教育部長が概要を説明し、参事

兼教育指導課長が資料に基づき説明した。） 

【質疑応答概要】   

Ａ委員         この就学校変更許可通知書を誰宛てに出すのか。  

参事兼教育指導課長   教育委員会から保護者宛に出す。  

Ａ委員         指定学校・希望就学校の欄に「学年」記載があるが、

留年した場合はどうするのか。  

参事兼教育指導課長   義務教育なので、どんなに長期に休んでいても進級す

る。中学校での卒業式を迎え、義務教育課程は修了とな

る。  

Ａ委員         病気での長期欠席でもそうか。  

参事兼教育指導課長   いかなる理由でも、義務教育課程の修了は認定してい

る。  

【承    認】    （質疑応答後、全員異議なく承認）  

 

第５ ＰＴＡ会長等の表彰について  

【説    明】    （報告第５について、教育部長が概要を説明し、参事

兼教育指導課長が資料に基づき説明した。） 

【質疑応答概要】   

Ａ委員         該当者がいない学校もある。表彰該当者の基準を教え
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て欲しい。  

教育総務課長      白岡市教育委員会表彰規程第２条第３号の教育団体の

活動の推進育成に尽くし、特に功績が顕著であるものと

して、別に定めた白岡市教育委員会表彰規程に関する要

綱第２条に、いずれかの学校において通算３年という基

準がある。  

Ａ委員         ＰＴＡ役職年数３年以上が表彰対象ということだが、

該当者数が多い。ＰＴＡ役員の固定化・在任長期化によ

る保護者への弊害はないか。  

教育総務課長      固定化するとか、自由に退任できない等についてはこ

ちらでは関知しない。役員をやった事実に基づいている。 

Ａ委員         表彰対象はＰＴＡ役員以外にどのような表彰があるか。 

教育総務課長      白岡市教育委員会表彰規程の中では、教育の振興の功

績が顕著なものなどがある。  

Ａ委員         選定はどのように行うのか。  

教育総務課長      表彰の内容により教育委員会が決定するか教育長が専

決する。  

教育長         外にどういう人がいるか。  

教育総務課長      過去には、スポーツ推進委員が辞めた時に表彰されて

いたのを記憶している。  

Ｂ委員         ＰＴＡの表彰は毎年恒例で退任者にとなっているが、

各学校の校長の推薦ではなくリストの年数により対象と

なるのか。  

教育総務課長      学校で状況を把握しているので、対象者を照会してい

る。  

【承    認】    （質疑応答後、全員異議なく承認）  

 

４ 議案  

【上    程】  

教育長         議案第１１号 白岡市文化財保護審議会への諮問事項

の決定について上程し、提案理由の説明を求める。 

【説    明】    （教育部長が概要を説明し、生涯学習課長が資料に基

づき説明した。）  

【質疑応答概要】  

Ａ委員         審議会意見の回答期限など細かいことが書いてないが。 

生涯学習課長      事務局で審議してもらう候補の文化財は考えている。
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有形文化財２０件などが候補となっている。審議会に諮

問し、委員に内容を見ていただき審議して決定してもら

う。期間については未定である。  

教育長         物により審議の期間が違う。  

Ｂ委員         そもそも候補に挙がる経緯は市民からの情報提供など

か。  

生涯学習課長      市民からというのもある。家を建て直す時に旧家から

出てきたとか、神社や寺から出てきたという報告もある。

職員が見に行って、貴重であるというリストに載せ、そ

れを登録するか審議してもらう。  

【採    決】     

教育長         議案第第１１号 白岡市文化財保護審議会への諮問事

項の決定について、原案のとおり決定する。  

 

５ 日程第４ その他の事項  

その他１ 令和７年度学校評価の結果について  

【説    明】    （参事兼教育指導課長が資料に基づき説明した。） 

【質疑応答概要】    （質疑なし） 

【承    認】    （全員異議なく承認）  

 

その他２ 教育委員会諸事業結果報告について  

【説    明】    （生涯学習課長が資料に基づき説明した。）  

【質疑応答概要】   

Ａ委員         「トークフォークダンス」の事業における「町ぐるみ

ん白岡」とはどういう団体か。また大人の参加者４８名

はどのような人か。  

生涯学習課長      町ぐるみん白岡は、企画立案する組織である。参加者

は、町ぐるみん白岡から声を掛けた老人クラブや行政区

から声を掛けた地域の人である。  

Ａ委員         菁莪中学校の授業で実施したのか。  

生涯学習課長      授業の一環で、受験が終わった中学３年生を対象に、

生活学科の中で実施した。  

Ａ委員         「ウィークエンドいきいき体験教室」の事業で日本工

業大学の工業技術博物館見学の報告があった。ここは立

派な博物館で、無料で入場できる。この博物館に遠足で

行ったりしないのか。  
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参事兼教育指導課長   遠足は、学校単位で企画立案をする。選択肢ではある

が、実際に行ったかは聞いていない。  

Ａ委員         今は、遠足はどのようなところに行くのか。  

参事兼教育指導課長   東武動物公園や茨城県自然博物館などに行く。担当教

員が企画立案する。子供たちがどういう所に行くのが良

いかを考えている。  

Ａ委員         遠足に参加する費用はどうしているのか。  

参事兼教育指導課長   教材費と同じように旅行積み立てから捻出している。  

【承    認】    （質疑応答後、全員異議なく承認）  

 

（傍聴人退席）  

 

３ 委任事務等報告事項（教育長報告）  

第１ 区域外就学について  

【説    明】   （報告第１について教育部長が資料に基づき説明した。） 

【質疑応答概要】   （質疑なし） 

【承    認】   （全員異議なく承認）  

 

第２ 専決処分の報告について  

【説    明】   （報告第２について教育部長が概要を説明し、教育総務

課長が資料に基づき説明した。）  

【質疑応答概要】     ～非公開案件につき内容省略～                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                       

【承    認】   （質疑応答後、全員異議なく承認） 

 

５ 閉 会  

教育長          以上をもって閉会を宣言する。 
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議事のてん末・概要を記載し、その相違なきを証するため、ここに署名する。 

 

令和  年  月  日  

 

            教    育   長  

 

            議 事 録 署 名 委 員 

 

            議 事 録 署 名 委 員 

 

 

 


